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教材１－Ｎ －（２）  正負の数の分数の加法 

 

③ 『－  ＋  』の解決のために  
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    次の計算をしなさい。 

   ① 
３

４

２

５
 ＝                                 

 

         ＝                           

 

         ＝                           

 

 

 

   ② 
４

３

３

８
 ＝ 

 

        ＝ 

 

        

        ＝                    

 

 

   

   －   ＋ 

 

 ＝－    ＋ 

                          

 ＝ 

 

 ＝                       ○分数の場合は、先に通分して 

                          どちらの方が絶対値が大きいか 

                          確かめるとよい。 

たしかめよう 

○異符号の加法の計算では 

絶対値の大きい方から 

 

     方をひき、 

 

絶対値の      方の 

符号をつける。 

 

８ 

５ 

２ 

１ 

８ 

５ 

２ 

１ 


